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書評

竹ノ下弘久「著者リプライ」

『三田社会学』第 20 号（2015 年 7 月）168-169 頁

著者リプライ

竹ノ下 弘久

 このたび、『三田社会学』において、拙著『仕事と不平等の社会学』について、非常に的確で、

丁寧な書評をしてくださった長松奈美江氏に、心から感謝申し上げたい。そして、拙著を『三

田社会学』の書評に取り上げていただき、書評へのリプライの機会を与えてくださった編集委

員会に、お礼申し上げたい。

 本書は、弘文堂の現代社会学ライブラリーの 1 冊として、社会階層論の概説書として書かれ

た。その際に、統計分析の手法を用いた現代社会に関する経験的な分析結果やその知見ばかり

でなく、現代社会における不平等構造を明らかにするために必要な、階層論の理論枠組みや考

え方を論じることに重きを置いた。このような本書の性格づけは、同ライブラリーの企画をさ

れた弘文堂の中村憲生さんからの助言、アドバイスにもとづくものである。翻って、これまで

の日本語で書かれた社会階層論の概説書、入門書を見てみると、その多くは、階層論の理論や

考え方の説明よりも、統計分析の手法を用いて、現代日本の階層構造を経験的に記述し、明ら

かにするものが多い印象を受けていた。社会学の中でも、社会階層と不平等は、研究の歴史が

長く、蓄積の多い分野でもある。そのため、この分野の類書との違いを明確にするためにも、

本書は、理論や考え方の整理に重きを置き、今後の階層研究の方向性を明らかにすることを目

指した。

 評者である長松氏が明確に指摘してくださったように、本書は、社会階層論の視点、考え方

を、制度と階層との関連を軸に、読み解きなおしたものである。読者のなかには、階級・階層

構造と社会移動を扱った前半部と、制度と階層との関係を扱った後半部が、一見するとうまく

論点がつながっていないようにみられるかもしれない。しかし、長松氏の指摘にもあるように、

1 章から 3 章における階級・階層構造の理論枠組みは、その理論が産出された社会における不

平等構造や不平等をとりまく制度的状況によって、大きく枠づけられてきた。とりわけ、ヨー

ロッパの階級理論とアメリカにおける階層理論との間には、不平等の構造や、その結果として

生じる社会移動の考え方に、大きな違いがある。社会学理論の生成に、特定の社会における構

造や制度の影響を無視することができない以上、社会階層研究において、制度論の視点を大胆

に組み込むことは、さらなる理論の展開を実り多いものとするのではないだろうか。

 評者は、著者と同様に、近年の階層研究の展開における制度の重要性に同意しつつ、本書の

問題点と今後の課題を次のように論じる。すなわち、「本書では、必ずしも労働市場の状況に影

響を与える、あらゆる制度が取り上げられているわけではない。労働市場における不平等と制

度編成との関係を、個別テーマに注目しながら論じていく作業は、今後の階層研究の課題であ

る」。長松氏は、そのなかでも、各国の制度的状況の違いをもたらす要因や、制度を支え変化を
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の意義を見いだす度合いは低い。その代わりに、「部活を通して友情を深める」「自由な時間

を持つ」などが日本では非常に重視されている（本田 2005: 124-5）。 
日本の高校では当然のこととして受け止められている「自由な時間を楽しむ」や部活等で「友

情をはぐくむ」など、メリトクラシーの希薄さは海外から来日した生徒たちにとって、日本の

学校に馴染むのを阻む要因であるともいえるだろう。 
 

（２）学習スタイルの相違 
フィリピンであれば英語、中国であれば数学のような教科は日本に比べ進度が早いため、日

本語をそれほど基盤としない科目では、じつは来日年数が短い生徒のほうが成績に有利に働い

ていることも事実である。そのため、これらの科目については日本で育った時間が長い子ども

より、「直前来日型」の子どものほうが有利になるという（広崎 2007:230）。母国での既習事

項については、かれらにとっては「貯金」のごとく、まず日本の高校受験において、そして入

学後の学習においても「強み」となっている。 
しかし、その「貯金」も時間の経過とともに減少してくるし、未習事項や未習科目について

はとたんに「日本語」が壁となって立ちはだかることになる。とくに中国人生徒にどのように

勉強をしているかと聞くと、「テスト前はプリントをとにかく丸暗記している（死記硬背）」

と答える者が多い。同校で日本語を指導する非常勤講師は、学内のイベント後にそれについて

の作文を書かせようとしたところ、「模範文を欲しい」と尋ねられたという。また提出された

文章が形式的だったこともさらにその教師を驚かせたという（坪谷 2013: 145）。また日本語能

力試験の最上級である N1 に合格しても日本語をうまく話せないなど、高校の試験や検定試験

では測りきれない日本語の会話力や文章力向上の難しさもこの講師たちは指摘している（坪谷

2013: 145）。 
母国の学校と比較して勉強量の少なさに不安を持ちながらも、授業や勉強の仕方やコツをう

まく掴みきれないでいる外国につながる生徒の実態が窺える。このことを良く表す中国人生徒

の語りがある。 
 

D（中国、女子）  
中国の学校では教科書通りに系統立てて、教科書を暗記してという勉強しかしてこなか

ったから、日本の学校のように「わからないところがあれば先生に聞きなさい」と言われ

ても何がわからないのかがわからないのです。だから、日本語の勉強方法にしても、なか

なかつかめないんです。もっと日本語の授業の時間を増やしてほしいです。 
 

G、H（中国、女子） 
夏休みに何校が大学説明会に行ってそれをグループごとに発表するという課題があり

ました。「自由にまとめて良い」と言われてもどんな風にまとめれば良いのかわからない
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もたらす要因に関心がある。言いかえれば、著者が後半の各章で示したのは、各国の制度の相

違から、不平等の構造や移動のあり方の違いを説明しようとしたのに対し、長松氏は、そうし

た不平等を支える制度そのもののあり方や、制度と労働者、行為者との関係にも注目すべきこ

とを提案する。そのような考えは、マルクス以来の階級論の伝統でもある、階級・階層と政治

というテーマとも関係すると評者は論じる。

 著者も、基本的に長松氏の提案に賛成である。階級・階層と政治との関係を考察するために

は、労使関係や雇用関係をめぐる制度の形成・変容過程の検証が不可欠である。日本の階層研

究は、長く階級概念の使用を避けてきた。しかし、雇用主と労働者との雇用関係についての考

察は、階級論が得意とする領域でもある。階級論の成果をふまえつつ、雇用関係をめぐる制度

やその政治についての検討は、不平等を支える制度に関する考察を深めることに大きく寄与す

るであろう。

 著者自身も、長松氏の提案とは異なる視角から、本書において階層・不平等と政治とのかか

わりについて触れている。筆者は、日本の階層研究について、長い間、社会全体の不平等の度

合いやその変化に注目するなど、社会変動論の側面を強調するあまり、不平等の是正に貢献す

るための社会政策の構想にあまり関与してこなかったと感じている。これまでの日本や諸外国

の社会政策、とりわけ福祉レジーム、雇用政策、家族・教育政策は、不平等の構造にどのよう

な影響を及ぼしてきたのか。日本の階層研究では、教育社会学者による、教育制度と教育達成

に関する研究を例外として、政策と不平等との関係についての研究が不足している。階層論が、

格差・不平等の縮小、是正に貢献するという観点から、政策と不平等との関係についての考察

を、さらに深めていくべきではないだろうか。階層論の中に、制度論の視点を導入することは、

政策と不平等との関係を考える上で不可欠である。制度論の視点から、階層構造や不平等の仕

組み、変化を精緻に明らかにすることは、今後の階層研究の重要な課題である。

（たけのした ひろひさ 上智大学総合人間科学部）
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の主題とも相通じるものがある。

 〈私〉の内側を食べ物で洗うことで、透明になりたいという記述にはうならされた。透明化、

あるいはその延長線上に予感される死の官能とでも言うべきものを垣間見てしまったものなら

ば、このテクストを軽く読み飛ばすことは難しい。

 筆者の過食嘔吐のサイクルはやがて弱まっていく。そのきっかけとなったのは、実に物質的

な環境の変化と、他者のまなざしからの遮蔽だった。他者を退けること、身体と世界との道具

的な関係を断絶させることが、むしろ感情性の回復をもたらしうるという記述は、澤田論文で

提示された理論にどのような示唆を与えるだろうか。

 筆者は最後に、過食嘔吐が落ち着いたあとのエピソードを紹介している。

 普通に人並みの食事ができるようになってきて、その頃に、今付き合っている相手に、

…すごいぶつかるっていうか、パニックみたいになっちゃって、泣きわめいたり、殴りか

かったりするときがあって（笑）［2013.8］（p.70）

いまだ図式化や意味化が達成されていない段階で、それでも感情性の取戻しが始まっている

ということ。そしてその傍らには、きっと信頼する他者の存在があるということ。これらのこ

とは、澤田論文の祈りにも似た結論と呼応している。

＊

岡原論文は、喘息発作という経験が、本人の生と親密な他者との関係にどのような影響を与

えるのかについて描いたオートエスノグラフィーである。

本論文でなによりも印象的なのが、発作というイベントによって調律されていく家族関係の

リズムである。大きな喘息発作の到来は、不安を媒介に家族の結びつきを一時的に高めるが、

発作が過ぎ去ると、各々のメンバーは喘息の原因をめぐる自責的・他責的な負い目のモードに

入って互いに責め合う。家族に共有されていた不安と負い目という二つの感情は、前者が家族

の一体性を高めるのに対して、後者は家族に亀裂を与えるのだ。

みずからの発作がきっかけとなって、「家族みんなの生活がその順調な流れを突然に停止させ、

…歯車を狂わせ、私の喘鳴に同調していく」（p.99）日常の中で、筆者は、「家族の日常になん

らかの異変があれば、それを「私のせい」にする」（p.99）という、頑なともいえる思考様式を

習慣化させた。そこでいう異変には、上記のような発作後の亀裂も含まれる。亀裂に対して負

い目を感じ続ける筆者が、「もし、その亀裂を一時的にでも修復しようとすれば、それは間違い

なく喘息の発作という手段しかなかったのである」（p.103）ここに、「発作を経由する、一体性

と亀裂の無限循環」（p.103）が存在していた。

 発作→不安による一体化→寛解→負い目による亀裂→発作…という、身体と家族の力学が密
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